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1.  平成21年3月期第3四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第3四半期 42,593 ― 610 ― 298 ― △115 ―

20年3月期第3四半期 40,985 7.6 2,186 △14.8 2,050 △11.4 1,066 2.2

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第3四半期 △2.58 ―

20年3月期第3四半期 23.78 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第3四半期 49,574 21,549 43.5 480.53
20年3月期 46,777 22,232 47.5 495.76

（参考） 自己資本   21年3月期第3四半期  21,549百万円 20年3月期  22,232百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  有  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― ― ― 5.00 5.00
21年3月期 ― ― ― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ――― ― ―

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 49,900 △10.6 430 △84.4 50 △98.1 △330 ― △7.36

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表】 ４．その他をご覧ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表】 ４．その他をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 １．通期の業績予想につきましては、平成20年11月５日に発表いたしました予想から修正しております。 
   詳細につきましては３ページ【定性的情報・財務諸表】 「３．連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
 ２．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）および「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適
用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。  

 

新規 ― 社 （社名 ） 除外 ― 社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第3四半期  45,000,000株 20年3月期  45,000,000株

② 期末自己株式数 21年3月期第3四半期  155,180株 20年3月期  153,642株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第3四半期  44,845,407株 20年3月期第3四半期  44,847,909株



当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、米国のサブプライムローン問題に端を発した世界的
な金融危機や急激な円高・株安の影響を受け企業収益が悪化するなど、経営環境は極めて厳しい状況とな
りました。 
 このような経済情勢の下、当社グループの得意先であるトラック業界および建設機械業界とも世界的な
需要の急激な落ち込みにより、大幅な減産を余儀なくされました。 
 この結果、当第３四半期連結累計期間の連結売上高は、425億93百万円（前年同期409億85百万円の3.9%
増）となりましたが、これは第３四半期連結会計期間（３ヶ月）での連結売上高が105億94百万円（前年
同期143億86百万円の26.4％減）と激減しているものの、第２四半期までの需要が好調に推移したことと
原材料価格の高騰分を販売価額に反映したことにより前年同期実績より増加額が大きかったためでありま
す。 
 損益面におきましては、受注量の激減に対応すべく当社グループ全体で生産体制の変更・設備投資の再
検討等大幅な固定費低減のための施策を実施し、費用削減に努めてまいりましたが、需要の落ち込みによ
る収益の悪化が大きく連結経常利益は２億98百万円（前年同期20億50百万円の85.4%減）、連結四半期純
損失は１億15百万円（前年同期連結四半期純利益10億66百万円）となりました。 
 なお、前年同期の金額・増減率は、参考として記載しております。 

  

流動資産は、前連結会計年度末に比べ11億26百万円増加し、159億38百万円となりました。これは主と
して、直近の売上高の減少により受取手形及び売掛金が29億２百万円減少しましたが、長期借入金の増加
により現金及び預金が29億60百万円、たな卸資産が５億１百万円増加したことなどによります。 
 固定資産は、前連結会計年度末に比べ16億70百万円増加し、336億35百万円となりました。これは主と
して、無形固定資産がのれんの償却等によって４億68百万円減少しましたが、有形固定資産が25億64百万
円増加したためであります。この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて27億96百万円増加し、495億
74百万円となりました。 

流動負債は、前連結会計年度末に比べて９億22百万円減少し、175億22百万円となりました。これは主
として、支払手形及び買掛金が５億10百万円、その他に含まれている設備関係支払手形及び設備関係未払
金が14億15百万円それぞれ増加しましたが、未払法人税等が４億28百万円、未払費用８億50百万円がそれ
ぞれ減少し、短期借入金を長期借入金へ借換えたことなどにより16億46百万円減少したことによります。
 固定負債は、前連結会計年度末に比べて44億３百万円増加し、105億１百万円となりました。これは主
として、長期借入金が短期借入金よりの借換えなどによって46億10百万円増加したことによります。 

純資産は、前連結会計年度末に比べて６億83百万円減少し、215億49百万円となりました。主な要因は
当四半期純損失１億15百万円、配当金２億24百万円、円高による為替換算調整勘定２億28百万円、株価下
落によるその他有価証券評価差額金１億14百万円の減少によるものであります。 

  

【定性的情報・財務諸表等】

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報

資産、負債および純資産の状況

(a)資産

(b)負債

(C)純資産



今後の見通しといたしましては、米国より端を発した急速な世界的金融不安の拡大と円高・株安による
企業収益の悪化により、経営環境は極めて厳しい状況となりました。 
 このような状況のもと、当社グループの得意先でありますトラック業界、建設機械業界ともに世界的な
需要の落ち込みにより減産がしばらく続くと思われ、当社グループへの受注量の大幅減少による売上高・
損益の悪化が予想されます。 
このような状況を踏まえ、平成20年11月５日発表の通期連結業績予想につきましては下表のとおり売上

高、営業利益、経常利益、当期純利益とも前回予想を下回る見込みであります。 
 ※通期見通しにつきましては、現時点で入手可能な情報に基づき、当社が合理的と判断した見通しであ
り、実際の業績はこれらの見通しと大きく異なる場合があることをご承知おき願います。 

   

該当事項はありません。 
  

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がない

と認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

②たな卸資産の評価方法 

棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積

り、簿価切下げを行う方法によっております。 

③固定資産の減価償却費の算定方法 

固定資産の年度中の取得、売却又は除却等の見積りを考慮した予算に基づく年間償却予定額を期間按

分する方法によっております。 

④繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等に著しい変化がな

く、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計年度決算にお

いて使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。前連結会計

年度末以降に経営環境等に著しい変化があるか、または、一時差異等の発生状況に著しい変化が認めら

れた場合には、前連結会計年度決算において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングに当該

著しい変化の影響を加味したものを利用する方法によっております。 

3. 連結業績予想に関する定性的情報

平成21年３月期 通期連結業績見通し (単位：百万円、％)
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

 前 回 発 表 予 想 (Ａ)
  (平成20年11月５日発表) 58,900 2,450 2,100 900

 今  回  見  込  額  (Ｂ) 49,900 430 50 △330

 増   減   額   (Ｂ－Ａ) △9,000 △2,020 △2,050 △1,230

 増   減   率   (％) △15.3 △82.4 △97.6 ―

4. その他
(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理および四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

1.簡便な会計処理



税金費用の計算 

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税

効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算し

ております。ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる

場合には、法定実効税率を使用する方法をとっております。 

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

(1)棚卸資産の評価に関する会計基準の適用 

 「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成18年７月５日 企業会計基準第９

号）を第１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下に

よる簿価切下げ方法）に変更しております。 

 この評価基準変更に伴い、期首在庫に係る一時的な切下げ額79,134千円を特別損失に計上しておりま

す。この結果、従来の方法によった場合に比べ、税金等調整前四半期純利益79,134千円が減少しており

ます。 

(2)リース取引に関する会計基準等の適用 

 所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理

によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」(企業会計基準第13号(平成５年６月17日(企

業会計審議会第一部会)、平成19年３月30日改正))および「リース取引に関する会計基準の適用指針」

(企業会計基準適用指針第16号(平成６年１月18日(日本公認会計士協会会計制度委員会)が平成20年４月

１日以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用することができることになったこと

に伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を適用し、通常の売買取引に係る会計処理に

よっております。また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法に

ついては、リース期間を耐用年数とし、残存価格を零とする定額法を採用しております。 

なお、リース取引開始日がリース会計基準適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取

引につきましては、引き続き賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。 

この結果、リース資産計上額および損益に与える影響は軽微であります。 

2．四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理

3. 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更



5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,747,580 1,786,991

受取手形及び売掛金 5,876,360 8,779,343

製品 1,911,359 1,482,852

原材料 680,158 612,919

仕掛品 390,963 428,118

貯蔵品 514,622 471,672

その他 1,818,880 1,252,603

貸倒引当金 △1,476 △2,194

流動資産合計 15,938,449 14,812,307

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 10,972,687 11,378,963

機械装置及び運搬具（純額） 8,834,000 8,493,258

土地 6,726,256 6,726,256

その他（純額） 4,363,126 1,733,113

有形固定資産合計 30,896,070 28,331,592

無形固定資産   

のれん 1,415,204 1,886,939

その他 41,142 38,286

無形固定資産合計 1,456,346 1,925,226

投資その他の資産   

投資有価証券 1,076,804 1,486,471

その他 208,977 224,337

貸倒引当金 △2,600 △2,710

投資その他の資産合計 1,283,182 1,708,098

固定資産合計 33,635,599 31,964,917

資産合計 49,574,049 46,777,224



（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 9,278,966 8,768,538

短期借入金 3,750,080 5,396,680

未払法人税等 1,588 430,184

その他 4,492,232 3,850,229

流動負債合計 17,522,868 18,445,631

固定負債   

長期借入金 7,759,880 3,149,840

退職給付引当金 606,238 768,845

その他 2,135,803 2,179,992

固定負債合計 10,501,922 6,098,678

負債合計 28,024,790 24,544,309

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,480,000 1,480,000

資本剰余金 9,510,553 9,510,553

利益剰余金 8,961,487 9,302,271

自己株式 △17,908 △17,557

株主資本合計 19,934,131 20,275,266

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 27,736 141,907

土地再評価差額金 1,920,161 1,920,161

為替換算調整勘定 △332,770 △104,420

評価・換算差額等合計 1,615,127 1,957,647

純資産合計 21,549,258 22,232,914

負債純資産合計 49,574,049 46,777,224



(2)【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

売上高 42,593,401

売上原価 38,961,725

売上総利益 3,631,676

販売費及び一般管理費 3,020,693

営業利益 610,983

営業外収益  

受取利息 408

受取配当金 10,702

固定資産賃貸料 40,996

受取ロイヤリティー 14,257

その他 23,159

営業外収益合計 89,524

営業外費用  

支払利息 142,187

シンジケートローン手数料 107,482

持分法による投資損失 44,822

その他 107,193

営業外費用合計 401,686

経常利益 298,821

特別利益  

ゴルフ会員権売却益 150

特別利益合計 150

特別損失  

固定資産除却損 25,354

固定資産売却損 4,941

たな卸資産評価損 79,134

特別損失合計 109,430

税金等調整前四半期純利益 189,540

法人税等 305,446

四半期純損失（△） △115,905



当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結

財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 
  

該当事項はありません。 

  

 前年同四半期に係る財務諸表等 

（１）（要約）四半期連結損益計算書 

 
  

(3) 継続企業の前提に関する注記

(4) セグメント情報

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

「参考」

単位：千円(千円未満切捨て)

科  目

前第３四半期連結累計期間
（自 平成19年４月１日  

    至 平成19年12月31日）

金   額 構成率

売  上  高 40,985,436 100.0%

売 上 原 価 35,925,615 87.7%

売 上 総 利 益 5,059,821 12.3%

販売費及び一般管理費 2,873,477 7.0%

営 業 利 益 2,186,343 5.3%

営 業 外 収 益 125,161 0.3%

営 業 外 費 用 261,182 0.6%

経 常 利 益 2,050,322 5.0%

特 別 利 益 21,881 0.1%

特 別 損 失 23,143 0.1%

税金等調整前四半期純利益 2,049,060 5.0%

税 金 費 用 982,611 2.4%

四 半 期 純 利 益 1,066,449 2.6%



当第３四半期連結累計期間の生産実績を示すと、次のとおりであります。 

 
(注) 金額は販売価格に換算しており、消費税等は含まれておりません。 

  

当第３四半期連結累計期間の受注実績を示すと、次のとおりであります。 

 
(注) 金額は消費税等は含まれておりません。 

  

当第３四半期連結累計期間の販売実績を示すと、次のとおりであります。 

 
(注)１ 主な相手先の販売実績および総販売実績に対する割合は次のとおりであります。 

  

 
   ２ 金額に消費税等は含まれておりません。 

6. 【生産、受注および販売の状況】

(1) 生産実績

事業の種類別セグメントの名称
生産高 
(千円)

自動車用等関連部品製造事業 43,015,188

計 43,015,188

(2) 受注実績

事業の種類別セグメントの名称
受注高
(千円)

受注残高 
(千円)

自動車用等関連部品製造事業 37,868,427 3,223,847

計 37,868,427 3,223,847

(3) 販売実績

事業の種類別セグメントの名称
販売高 
(千円)

自動車用等関連部品製造事業 42,593,401

計 42,593,401

相手先 当第３四半期連結会計期間

いすゞ自動車株式会社

金額
(千円)

割合 
(％)

30,993,107 72.8




